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金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
撰
者
考

佐
　
竹

真

キ
ー
ワ
ー
ド

金
沢
文
庫

『
浄
土
論
注
要
文
抄
』

長
西

問
題
の
所
在

現
在
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
は
、
『
浄
土
論
注
要
文
抄
』
（以
下

『
要
文
抄
』
と
略
称
）
と
仮
に
名
づ
け
ら
れ
た

一
書

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
曇
鸞
の

『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
掲
註
』
（以
下

『
論
註
』
と
略
称
）
の
本
文
を
短
く

「
…

等
事
」
と
し
て
項
目
立
て
に
し
、
そ
れ
に
関
し
て
経
論
の
引
用
や
私
釈
を
加
え
な
が
ら
註
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
『
論
註
』
の
註
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
な
が
ら
も
、
首
題
や
撰
号
を
欠
い
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
研
究
者
の
間
で

十
分
に
検
討
さ
れ
て
来
な
か

っ
た
。

今
日
ま
で
の
少
な
い
研
究
に
よ
る
と
、
本
書
は
法
然

（
一
一
三
二
―

一
一
三

一
し

の
門
弟
で
あ
る
覚
明
房
長
西

（
一
一
八
四
―

一
二
六
六
）
の
著
作
と
推
定
さ
れ
、
『
論
註
疑
芥
吟
．
と
か
、
『
論
註
上
巻
釈
℃

な
ど
と
仮
称
さ
れ
て
い
る
ｃ。
如
上
、
様
々
に
仮

」θ」



称
さ
れ
る
の
で
、　
一
見
す
る
と
別
々
の
著
作
と
思
え
る
が
、
諸
研
究
の
解
説
か
ら
判
断
し
て
金
沢
文
庫
所
蔵
の

『
要
文
抄
』
を
指

し
て
い
る
フ」
と
は
間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
撰
者
を
長
西
と
推
定
す
る
に
至

っ
た
明
確
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
研
究
が
自
分
勝
手
に
撰
者
を
長
西
と
推
定
し
て
い
る
と
も
思
え
な
い
。

前
述
の
理
由
か
ら
、
筆
者
は
以
前
、
長
西
撰
述
書

で
あ
る

『
観
経
疏
光
明
抄
』
（以
下

『
光
明
抄
』
と
略
称
）
に
お
い
て

『
論
註
疑
芥
』
に
説
い
た
と
示
さ
れ
る
内
容
や
、
あ
る
い
は
他
の
人
師
の

『
論
註
』
註
釈
書
に
長
西
の
説
と
し
て
記
さ
れ
る

内
容
が

『
要
文
抄
』
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
書
を
い
わ
ゆ
る

『
論
註
疑
芥
』
と
同

一
著
作
と
見
る
こ
と
は
誤
り
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
９

し
か
し
な
が
ら
、
文
体
的
特
徴
よ
り
長
西
撰
述
書
で
あ
る
可
能
性
を
残
し
て
い
た
か
ら
０

内
容
面

の
検
討
が
課
題
と
な

っ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
念
仏
思
想
に
焦
点
を
当
て
、
同
時
代
に
生
き
た
諸
師
の
著
作
お
よ
び
長
西
の
他
著
作
よ
り
そ
の
特
色
を
抽
出

し
、
『
要
文
抄
』
の
説
示
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
諸
研
究
が

『
要
文
抄
』
を
長
西
撰
述
書
と
推
定
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
検

討
し
て
み
た
い
。

長
西
に
お
け
る
念
仏
思
想
の
特
徴

ま
ず
、
長
西
の
念
仏
思
想
の
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。

従
来
、
長
西
の
念
仏
思
想
は
定
善
と
散
善
、
観
念
と
称
念
に
通
じ
る
も
の
と
理
解
し
な
が
ら
も
称
名
念
仏
を
帰
結
点
と
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
で
も
な
お
観
念
的
要
素
を
残
す
と
こ
ろ
に
、
彼
の
思
想
的
特
徴
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
９

た

と
え
ば
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
名
体
決
』
（以
下

『
名
体
決
』
と
略
称
％

に
は
、

念
ト
ハ者
能
念
ノ
心
ナ
リ
也
。
佛
ト
ハ者
所
念
／境
ナ
リ
也
。
所
讐
ロ
フ念
ト
ハ者
、
依
ち
ハ小
乗
／意
一大
地
法
／心
所
、
依
彰
ハ大
乗
ノ意
一



別
境
ノ心
所
ナ
リ
也
。
又
付
鷲
念
佛
一惣
ン
テ
有
「
四
種
一。　
可

ハ無
相
念
佛
、
二
兵
有
相
念
佛
、
三

天
定
心
念
佛
、
四
長
散
心

念
佛
ナ
リ
也
。

ａ
浄
全
』
巻
八

ｏ
四
四
六
頁
上
―
下
θ

と
あ
り
、
念
仏
の

「
念
」
と
は
能
念
の
心
、
「
仏
」
と
は
所
念
の
境
界
で
あ
る
と
し
、
小
乗
の
意
で
は
大
地
法
の
心
所
、
大

乗
の
意
で
は
別
境
の
心
所
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
念
仏
を
０
無
相
念
仏
、
０
有
相
念
仏
、
０
定
心
念
仏
、
口
散
心
念
仏

の
四
種
に
分
類
し
て
い
る
。
安
井
広
度
氏
は
こ
の
分
類
に
つ
い
て
、

浄
土
教
は
凡
夫
を
本
と
す
る
か
ら
無
相
の
念
仏
を
捨
て
ゝ
有
相
の
念
仏
を
取
り
、
又
、
之
に
定
散
の
二
種
あ
り
と
す
る
、

即
ち
散
心
を
以
て
仏
を
念
ず
る
は
散
心
の
念
仏
で
あ
り
、
定
心
を
以
て
仏
を
念
ず
る
は
定
心
の
念
仏
で
あ
る
。
さ
て
、

彼
は
斯
く
の
如
く
意
地
を
以
て
念
仏
の
体
と
す
る
が
…

（以
下
省
略
）

翁
法
然
門
下
の
教
学
』
六

一
頁
）

と
解
説
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
西
は
意
地
を
も

っ
て
念
仏
の
体
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
名
体

決
』
に
は
次
の
よ
う
な
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

」θ3
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こ
れ
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
念
仏
に
つ
い
て
口
業
の
称
名
の
と
こ
ろ
に
割
註
し
て

『
選
択
集
』
の
意
は
称
名
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
は
い
る
が
、
そ
の
他
に
観
察
を
も
認
め
、
三
業
に
わ
た
る
念
仏
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
長
西
の
独
特
な

思
想
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

如
上
、
甚
だ
簡
略
で
は
あ
る
が
、
長
西
の
念
仏
思
想
に
お
け
る
独
自
性
と
し
て
、
主
に
観
称
二
念
に
通
じ
る
理
解
と
、
三

業
に
わ
た
る
念
仏
思
想
を
確
認
し
た
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
特
徴
を
手
が
か
り
と
し
て
、
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

通
観
称
二
念
の
思
想
を
通
し
て

東
大
寺
の
凝
然

（
一
二
四
〇
―

一
三
二

一
）
が
著
し
た

『
浄
土
法
門
源
流
章
』
（以
下
、
『
源
流
章
』
と
略
称
）
に
は
長
西

教
義
に
つ
い
て
、

前
ノ
十
三
観
ハ日疋
観
行
ノ
観
ナ
ーー
０
修
二
習
ン定
善
一
思
惟
方
便
‘
、
正
受
観
成
ス
。
〓
一輩

散ヽ
善
＋
‐‐
。
臨
終
二見
鮮
マ
イ
佛
ヲ
眼

開
ヶ
テ
證
』
境
ヲ
。
日疋
観
喝
ノ
観
サ
ー１
０
観
佛
、
人思
佛
、
定^
散
／
門
異
ル
モ
、
得
け
定
ヲ
證
は
レ
ハ境
「壬
一味
バ
日疋
同
ンｉ
Ｏ
故
二観
佛
卜
念

佛
ヶ
雨
三
味
フ
篤
一̈宗
卜
。
或
ハ約
〓
葦
提
ノ圭理
定
善
７篤

宗̈
卜
、
約
喜
佛
ノ自
開
一散
善
フ
篤
は宗
卜
。
由
■
定
善
一故
二観
佛
ヲ

篤

宗̈
卜、
由
二，レ^
散
善
一故
二念
佛
フ篤
」
ナ
ご
不
卜０
二
門
（互
ヒ
ニ取
リ
テ
互
ヒ
ニ成
二

宗
一。
如
峙
是
／等
／義

即^
チ彼
／所
立
＋
．
。

「
大
正
蔵
』
巻
八
四

・
二
〇
〇
頁
下
）

と
述
べ
て
お
り
、
観
仏
と
念
仏
に
つ
い
て
、
定
善
十
三
観
を
修
習
し
、
観
行
の
観
に
よ
っ
て
証
得
す
る
の
が
観
仏
三
昧
、
散
善
を

修
習
し
、
臨
終
に
見
仏
し
て
眼
開
け
て
境
界
を
得
る
、
す
な
わ
ち
観
属
の
観
に
よ
っ
て
証
得
す
る
の
が
念
仏
三
味
で
あ
る
と
す
る
９

そ
し
て
、
こ
の
二
種
は
定
散
の
異
な
り
は
あ
る
も
の
の
、
相
互
に
関
係
し
あ
う
か
ら
三
味
と
し
て
は
同
等
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
、
観
仏
念
仏
両
三
味
を
宗
と
す
る
の
だ
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
葦
提
希
の
請
求
に
約
せ
ば
定
善
を
、
仏
の
自
開
に
約

」θ5



せ
ば
散
善
を
宗
と
す
る
の
で
あ
り
、
定
善
に
よ
れ
ば
観
仏
が
、
散
善
に
よ
れ
ば
　
念
仏
が
宗
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
定
散
二
門

は
互
い
に
一
つ
の
宗
と
相
成
る
と
い
う
論
理
構
造
が
、
長
西
の
打
ち
立
て
た
義
で
あ
る
と
さ
れ
る
９

定
善

散
善

観
行
観

観
属
観

と
こ
ろ
で
、
観
仏
念
仏
両
三
味
を
宗
と
す
る
と
い
う
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
善
導

（六

一
三
―
六
八

一
）
に
既
に
見
ら

れ
る
説
示
で
あ
る
か
ら
Ｑ

そ
れ
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
そ
れ
を

一
歩
進
め
て
、
「
互
い
に

一

宗
を
成
ず
」
、
換
言
す
れ
ば
観
称
二
念
は
相
通
じ
る
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
に
長
西
の
独
自
性
が
窺
え
る
の
で
あ
る
３

こ
の
こ

と
は

『名
体
決
』
に
も
、

問
フ
、
定
散
ノ
中
ノ
何
レナ
ー
乎
。

答
フ
、

可
”
通
シ
定
散
ノ
一
一義
蔦

或
ハ
云
ユ
念
佛
三
味
・卜、
或
ハ
云
≒

□
構
等
・卜、
知
¨
ナ
リ

通
シ
ル
Ｆ
フ定
散
一也
。
問
フ、
定
散
ノ中
ノ何
レ
フ篤
はャ
正
卜
。
答
フ、
約
ニ
レ
ハ法
／浅
深
一以
け定
ヲ篤
”
正
卜、
約
シ
レ
ハ機
ノ利
鈍
一以
け

散
ヲ馬
はナ
リ
正
卜。

Ｓ
浄
全
』
巻
八

・
四
四
七
頁
上
）

と
あ

っ
て
、
念
仏
が
定
散
二
義
、
す
な
わ
ち
観
称
二
念
に
通
じ
、
ど
ち
ら
を
正
義
と
す
る
か
は
法
の
浅
深

・
機
の
利
鈍
に
よ

っ

て
異
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
見
る
限
り
、
長
西
の
念
仏
思
想
は
観
仏

・
称
仏
に
通
じ
る
理
解
で
あ

っ
た
と

観
π
い
／
／
／
／
＝
Ｗ
Ｖ

を不
（百
雨
竺

一不
）

ヽ

、

、

念
仏

、



窺
え
る
。

ま
た
、
同
時
代
に
生
き
、
長
西
と
の
教
学
的
関
係
も
指
摘
さ
れ
る
鎮
西
義
第
二
祖
の
然
阿
房
良
忠

（
一
一
九
九
―

一
二
八
七
％

は

『観
念
法
門
私
記
』
に
お
い
て
、

有
ルカ
云
ハク
、
観
佛
モ念
佛
モ随
一・ア其
ノ根
性
一互
ヒ
ニ成
立
卜助
正
一。

〈
云
云
〉
…

（中
略
）
…
今
云
ハク
、
先
師
ノ意
バ不
レ然
る

今
奉
ン
ル
ハ念
佛
↓者
、
令
”知
勁
助
正
一ノ義
ヲ顧
シ
ナ
リ
正
定
ノ義
↓。
非
ヌ
唯
夕
行
二有
卍
ハ助
正
一、
亦
教
門
ハ顧
シ
ナ
リ
助
正
つ。
應
峙
ナ
リ

云
ン文
ノ助
業
行
ノ助
業
・卜也
。

鳥
浄
全
』
巻
四

・
二
四
六
頁
下
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
あ
る
人
の
説
と
し
て
、
観
仏
も
念
仏
も
そ
の
機
根
に
随

っ
て
助
正
ど
ち
ら
に
も
な
る
と
い
う
義

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
こ
の
説
が

一
体
誰
の
説
で
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
良
栄

（
一
三
四
二
―

一
四
二
八
）
が
註
釈
を
施
し
た

『
観
念
法
門
私
記
見
聞
』
に
は
、

有
云
観
佛
念
佛
等
、
ハ者
、
是
九
品
寺
ノ
義
市
也
。
定
散
皆
本
願
ナ
ル
カ
故
ミ

互
レニ
随
け
機
二可
峙
ナ
リ
成
シ
助
正
一フ也
。
言
ハ設
ヒ

並
ヘテ行
，
１
観
佛
卜念
佛
トノ
ニ
行
一、
機
ノ意
柴

詈
観
ヲ思
に正
卜、
念
佛
フ思
”助
卜時
ｉ
互
ヒ
ニ可
¨
ナ
ー
成
，
助
正
つ也
。

〈云
云
〉

営
流
／音
〔
、^
何
レ
／機
／意

ヲ
観
フ
鶯
¨
正
卜
念
佛
ヲ
篤
感
ャ
助
卜
。
是
不
¨
知
き
奮
早
行
人
ノ亜
ぢ
得
”
意
フ
社
有
レ、
何
レ
ニモ
念
佛
＾

得
シ
正
ノ名
一
、
観
佛
ハ可
峙
ナ
リ
成
立
助
業
一也
。
機
ノ
観
７震
は
ハ正
卜
僻
事
ノ行
ナ
リ
０
機
ノ僻
ミ
任
考
其
ノ機
ノ
意
柴
一念
佛
フ
許
』助
、

事
（不
レ爾
る

又
上
ノ義
ハ
一
行
宛
行
ス
ル
時
ハ観
佛
フ
モ
可
”
卜
云
ン
正
業
「許
ス
ナ
ι

非
』
云
電
助
正
相
封
ノ
正
定
業
・卜。
但
ン可
¨
ナ
リ

許
摯
正
雑
相
封
ノ正
ノ名
↓也
。
何
レ
ノ機
ノ思
”
モ行
セ
ンミ

何
レモ正
定
業
ノ名
バ可
峙
ナ
リ
限
つ
橋
名
一也
。

「
浄
全
』
巻
四

・
六
六
四
頁
上
―
下
）

と
あ
り
、
良
忠
が

「有
云
」
と
し
て
挙
げ
る
説
を

「九
品
寺
義
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

「
九
品
寺
」
は
、
周
知
の
よ
う

に
長
西
の
流
派
名
で
あ
る
か
ら
、
前
の
説
が
長
西
の
も
の
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
良
忠

・
良



栄
と
も
に
以
下
、
「
先
師

（法
然
）
の
意
は
そ
う
で
は
な
い
」
、
「
宗
旨
を
知
ら
な
い
者
が
悪
く
意
を
得
た
」
と
、
痛
烈
に
批

判

・
破
研
し
て
い
る
。
ま
た
、
了
慧
道
光

（
一
二
四
三
―

一
三
二
〇
）
の

『
選
択
集
大
綱
抄
』
に
は
、

問
フ、
或
ル人
ノ
云
ハク
、
爾
陀
ノ光
明
ハ正
′
ハ照
ン
観
機
↓傍

ス
掃

・‥ス稀
者
一。
所
以
バ者
何
ン０
疏
二云
ハク
、
五
二従
コ
無
量
壽
佛

下
、
至
つ
掃
取
不
捨
一已
末
バ、
正
ン
ク
明
シ
観
身
／
別
相
↓
。
光
ハ盆
シ
ト
有
縁
つ
。

〈
己
上
〉
其
ノ
有
縁
ト
ハ者
指
摯
観
行
ノ者
↓。

閣
弓
能
観
ノ機
″
不
動ヵ
可
考
照
二
掃
ス
稀
名
ノ人
一
故

５

況
ンヤ
親
縁
二云
ハク
、
心
二常
二念
は
レ
ハ佛
ヲ
佛
ハ即
チ
知
州
夕
；
卜
之
フ
。
〈
己

上
〉
ロ
ニ常
二構
』
ル佛
ヲ外
二別
二奉
ン
念
佛
ノ行
↓。
此
ノ念
佛
ハ者
指
ウ
経
ノ念
佛
衆
生
ノ之
念
佛
つ。
故
二観
念
佛
ノ義
ナ
ル
７
在
叫

文
二明
‥
す
卜也
。
〈
云
云
〉
此
／義
如
何
ン０
答
フ、
此
ノ義

非^
ナ
リ也
。
違
立
ルカ
本
願
井
Ｌ
二論
ノ所
判
一故
ナ
リ０
疏
モ亦
不
レ爾
る

「
浄
全
』
巻
八

・
四
三
頁
上
―
下
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
些
小
さ
れ
る

「
或
人
」
と
は
長
西
の
こ
と
で
あ
る
と
石
橋
氏
は
推
察
し
て
い
る
９

ツサ
」
で

は
阿
弥
陀
仏
の
光
明
が
照
ら
す
正
し
き
対
象
は
観
仏
の
機
で
あ
り
、
傍
ら
に
称
念
の
者
を
照
す
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
理
由
と

し
て
、
『
観
経
疏
』
に
説
か
れ
る

「
有
縁
」
の
語
は
観
行
の
者
を
指
す
か
ら
、
そ
れ
を
差
し
置
い
て
称
名
の
人
を
照
摂
す
る

こ
と
は
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
親
縁
釈
に
は
口
称
以
外
に
も
念
仏
行
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
は

『
観
経
』
第
九

真
身
観
の
念
仏
で
あ
る
か
ら
、
観
念
の
義
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
者
の
説
か
ら
も
長
西
が
観
称
二
念
に
通
じ
る
理
解
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

の

『
名
体
決
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
義
を
立
て
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は

「
此
ノ集
ノ意
ハ者
且
ク
局
コ
橋
念
く

不
¨
ヵ
通
ユ
観
念
等
一
ハ欺
％

と
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
『
選
択
集
』
の
意
、　
つ
ま
り
法
然
の
意
に
従

っ
て
称
名
念
仏
に
帰
結

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
名
体
決
』
で

「
此
集
意
者
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
翻

っ
て
、
「
他
で
は
観
念
等
の
意
に
説
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
そ
の
義
を
取
る
こ
と
も
あ
る
」
と

主
張
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
『
観
経
疏
光
明
抄
』
に
は
、
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又
惣
≠
云
ハ
バ、
念
佛
ノ之
言
ハ廣
夕亘
コ
ナ
リ
事
理
定
散
一也
。
故
二随
輩
説
虎
一可
¨
ナ
リ
得
レ意
ヲ也
。

翁
宗
学
研
究
』
巻

一
二

・
二

一
二
頁
）

と
あ
り
、
念
仏
と
い
う
用
語
は
広
義
で
あ
る
か
ら
事
理
定
散
に
も
わ
た
る
の
で
あ
り
、
説
か
れ
て
い
る
箇
所
に
随

っ
て
そ
れ

ぞ
れ
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
説
か
れ
て
い
る
箇
所
に
よ

っ
て
は
念
仏
に
観
念
の
義
を
含
む

こ
と
を
許
容
す
る
こ
と
に
な
る
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
観
念
を
完
全
に
廃
捨
し
な
い
態
度
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
良
忠
と
良

栄
と
は
、
両
者
例
外
な
く
こ
う
し
た
長
西
の
義
を
批
判
対
象
と
し
て
厳
し
く
難
じ
て
い
る
が
、
そ
の
異
端
と
も
言
う
べ
き
特

異
性
に
、
彼
が
独
自
に
打
ち
立
て
た
義
が
明
白
に
な

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
上
述
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

『
要
文
抄
』
を
眺
め
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
説
示
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。

疑
レ；
云
、フ
、
上
／憶
念
卜
興

此
／橋
念
・卜
（
一
人
／所
具
ナ
ル●
欺
乎
。
答
フ、
繹
文
ノ面

ス
ニ
人
す
也
。
意
ハ云

ク^
、
経
二説
サ
リ
具

足
十
念
橋
ナ
モ
ア
ミ
タ
佛
一。
付
群
此
ノ
一
文
一篤
一
橋
名
／行
者
一、　
一
人
ハ意
地
二散
′
観
念
一、
云
ン
之
っ憶
念
・卜。　
一
人
ハ只

□
二唱
ン
佛
琥
〓、
云
マ
．之
．橋
名
一也
。

（巻
下

・
七
七
四
―
七
七
六
行
）

こ
こ
で
は
、
「
具
足
十
念
檎
南
無
阿
爾
陀
佛
」
を
解
釈
し
て
、
意
地
に
観
念
を
散
す
者

（憶
念
）
と
口
に
名
号
を
称
え
る
者

（称
名
）
と
を
挙
げ
て
い
る
。
「
橋
南
無
阿
禰
陀
佛
」
の
文
言
に
、
意
地
の
観
念
を
見
出
す
こ
と
は
、
本
書
の
撰
者
に
お
け
る

一
つ
の
特
徴
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
“。

如
上
、
称
名
念
仏
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
観
念
を
併
説
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
に
述
べ
て
き
た
長
西
の
思
想
と

非
常
に
似
通

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
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三
業
の
念
仏
思
想
を
通
し
て

続
い
て
、
改
め
て

『
源
流
章
』
の
記
述
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
長
西
教
義
の
特
色
が
以
下
の
よ
う
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い

Ｚつ
。

所
立
ノ義
二云
ハク
、
念
佛
卜諸
行
ト
ハ皆
是
爾
陀
如
来
ノ本
願
ナ
リ
０
随
シ
所
修
ノ業
一皆
生
シ
報
土
瓦

・‥

（中
略
）
…
第
十
八
願
ハ

念
佛
往
生
、
第
十
九
願
ハ聖
衆
来
迎
、
第
二
十
願
ハ諸
行
往
生
ナ
リ０
第
十
八
ノ中
二有
響

一業
ノ念
Ъ

翁
大
正
蔵
』
巻
八
四

・
二
〇
〇
頁
下
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
長
西
の
教
義
は

「
念
仏
」
も

「
諸
行
」
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
で
あ
る
と
す
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

行
に
よ
っ
て
報
土

へ
往
生
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
諸
行
本
願
義
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
第
十
八
願

を
念
仏
往
生
の
願
と
し
た
上
で
、
そ
の
本
願
念
仏
に

「
三
業
の
念
仏
」
が
あ
る
と
説
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
注
目
し
た
い
の
は
、
ヨ
一業
の
念
仏
」
で
あ
る
。
『
源
流
章
』
の
記
述
か
ら
は
そ
の
詳
細
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

長
西
の
著
作
に
は
紛
れ
も
な
く
三
業
の
念
仏
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
は
そ
ち
ら
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

長
西
の

『名
体
決
』
に
は
、

間
フ、
上
末
所
”論
ス
ル観
稀
二
念
ハ偏
二第
十
八
願
ノ
所
掃
ナ
ルカ
欺
０
答
フ、
経
文
ハ且
ク
置
ク
、
古
末
ノ論
ナ
ルカ
故
〓

今
依
卍
善

導
一即
チ有
型
一義
一。　
Ｉ

ハ通
シ観
念
一、
ニ
ス
局
コ
檎
念
一。
初
二通
ノ義
ト
ハ者
、
法
事
讃
二云
ハク、
弘
誓
ハ多
門

ラ
テ
四
十
八
ァ
ル
ミ

偏
二標
考
念
佛
↓最
モ
篤
」親
卜
〈線
シ
テ
標
立
第
十
八
願
じ

、
人
能
ク
念
佛
ス
レ
ハ佛
モ
還
夕
念
ン
タ
；

〈
別
開
ン
テ
指
シ
ナ
リ
ロ
業
ノ橋
念
↓

也
〉
、
専
心
二想
い
ハ佛
ヲ佛
モ
知
］
夕
；
人
ヲ
〈別
開
ンテ
指
シ
ナ
リ意
業
ノ観
念
↓也
〉
。
又
證
讃
二云
ハク、
爾
陀
ノ身
色
ハ如
シ
金
山
）。

相
好
ノ光
明
ハ照
シ
モ
十
方
・フ
〈
所
観
ノ境
ナ
リ
也
〉
、
唯
ク
有
シ
モ
′
ミ念
佛
・
舎

一業
ノ
念
佛
〉
蒙
コ
光
照
↓
〈
能
念
ノ
利
盆
〉
。
営
」

知
ル
ヽ
本
願

〈
第
十
八
願
〉
最
モ
篤
』卜
強
卜
〈
指
シ
増
上
縁
）
。
故
二知
ン
ヌ
、
所
”
引
ク
一
一文
ノ
中
ノ
本
願
ト
ハ者
、
指
虫
ナ
ー
第
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十
八
つ也
。

合
浄
全
』
巻
八

・
四
四
〇
頁
上
）

と
あ
り
、
善
導
の
義
に
よ

っ
て
、
第
十
八
願
の
念
仏
が
観
念
に
通
じ
る
場
合
と
称
念
に
限
る
場
合
の
二
義
を
立
て
て
い
る
。

そ
し
て
、
観
念
に
通
じ
る
義
を
説
明
す
る
に
あ
た

っ
て

『
法
事
讃
』
の
文
言
を
解
釈
す
る
中
で
、
称
念
を
回
業
、
観
念
を
意

業
に
別
開
し
て
理
解
し
、
続
い
て

『
礼
讃
』
の
文
言
を
解
釈
す
る
中
で
、
念
仏
を
三
業
の
念
仏
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、

『
観
経
疏
光
明
抄
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

念
佛
ノ言
ロ
ノ中
二有
響

一業
ノ念
佛
一。
開
”之
ヲ時
、
或
ハ云
ユ
五
念
門
・卜、
或
ハ云
ン
サ
リ
五
種
正
行
・卜也
。
而
‘
又
分
シ
バ之
フ観
佛
ト

念
佛
ト
ノ
ニ
ナ
リ也
。
今
ハ閣
導
観
佛
三
昧
つ、
勘
ユ
ル
す
念
佛
三
昧
一ヲ也
。
故
二念
佛
ノ言
ロ
ハ廣
ク
ンζ

経
ぎ

一業

一フ亘
ン
ナ
リ
定
散
一也
。

翁
宗
学
研
究
』
巻

一
六

・
一
五
五
頁
）

こ
こ
で
は
、
「
念
仏
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
三
業
の
念
仏
の
義
が
あ
り
、
そ
れ
は
五
念
門
や
五
種
正
行
に
換
言
で
き
る
と

し
、
こ
れ
を
分
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
観
仏
と
念
仏
と
の
二
種
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
念
仏
と

い
う
語
は
広
義
で
あ
る
か
ら
、
三
業
を
通
し
て
定
散
に
わ
た
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

両
書
に
見
ら
れ
る
記
述
か
ら
推
す
る
に
、
長
西
が
主
張
す
る

「
三
業
の
念
仏
」
と
は
、
身

・
□

・
意
の
三
業
そ
れ
ぞ
れ
に

念
仏
を
配
当
す
る
も
の
と
見
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も

「
三
業
の
念
仏
」
と
い
う
用
語
自
体
は
、

法
然
門
下
諸
流
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
前
述
の
三
業
の
念
仏
理
解
が
長
西
独
自
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
。
よ

っ
て
、
以
下
し
ば
ら
く
諸
流
に
お
け
る
用
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
、
鎮
西
義
で
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
良
忠
が
著
し
た

『
選
択
弘
決
疑
砂
』
に
は
、

親
縁
ノ中
／
日
常
構
佛
等
ト
バ者
、
明
一二ス回
構
ノ行

亘́
Γ
足
ス
ル
７
ビ

一業
↓。
ロ
ニ構
ン
ル
ハ佛
ノ名
琥
↓
即
チ
念
佛
ノ行
憎
ナ
リ
、
故
二先
ッ

奉
”
之
ヲ０
橋
名
ノ行
者
ハ向
Ｌ
西

入
口
掌
ス
ル
ハ即
チ
是
身
敬
ナ
リ
０
亦
心
二念
は
ル
ハ佛
ヲ
即
チ
日疋
心
念
ナ
リ
０
是
ノ故
二嵯
卜
念
ト
バ非
コ
ル
ー
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別
行
一．也
。

翁
浄
全
』
巻
七

・
二
六
〇
頁
下
）

と
あ
り
、
親
縁
釈
の
文
言
を
解
釈
す
る
中
で
、
日
に
仏
の
名
号
を
称
え
る
こ
と
は
念
仏
の
行
体
、
称
名
の
行
者
が
西
に
向

っ

て
合
掌
す
る
の
は
身
敬

（身
業
）
、
心
に
仏
を
念
ず
る
の
は
心
念

（意
業
）
で
あ
る
と
す
る
が
、
三
業
各
々
に
念
仏
を
認
め

る
の
で
は
な
く
、
称
名
念
仏
の
上
に
三
業
を
具
足
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
了
慧
道
光
の

『
論
註
略
抄
』
に
は
、

又
更
二難
≠
云
ハく

五
念
門
ト
バ者
皆
第
十
八
願
ノ
所
誓
ナ
ルカ
故

ミ

以
ご

一業
ノ念
佛
フ
名
ン
五
念

・卜。
謂
ス
作
願
廻
向
ご
疋
橋

名
／之
安
心
ナ
リ
也
。
濃
寿
バ是
橋
名
ノ之
身
業
ナ
リ
也
。
観
察

即^
チ
種
名
ノ之
意
業
ナ
リ
也
。
故
二引
Ｉ
第
十
八
願
フ證
‘
り
五
念

佛
往
生
ノ之
増
上
縁
つ也
。
何
ソ第
十
八
願
ヲ但
夕
局
■
椅
名
〓
二耶
。
答
フ、
此
／義

非^
ナ
リ
也
。

「
浄
全
』
巻

一
・
五
五
八
頁
上
）

と
あ
り
、
五
念
門
は
第
十
八
願
に
誓
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
業
の
念
仏
を
五
念
門
と
名
付
け
、
五
念
門
の
う
ち
作
願

門
と
廻
向
門
を
称
名
の
安
心
、
礼
拝
門
を
称
名
の
身
業
、
観
察
門
を
称
名
の
意
業
と
、
三
業
そ
れ
ぞ
れ
に
対
配
す
べ
き
で
あ

る
。
ど
う
し
て
本
願
念
仏
を
称
名
念
仏
に
限
る
の
か
、
と
い
う
外
部
か
ら
の
論
難
⑭
に
対
し
、
「此
義
非
也
」
と
論
断
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
了
慧
道
光
に
お
い
て
は
第
十
八
願
の
念
仏
を
三
業
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
す
る
こ
と
は
、
邪
義
と
し
て
理
解
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
鎮
西
義
に
お
け
る
説
示
は
、
称
名
の
上
に
三
業
具
足
す
る
念
仏
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
西
山
義
で
の
用
例
を
窺

っ
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
西
谷
義
の
行
観

（
一
二
四

一
―

一
三
二
五
）
が
著
し
た

『
選
択

集
秘
抄
』
に
は
、

問
フテ
云
ハク
、
付
群
就
行
立
信
く

往
生
ノ
行
相
卜
及
ヒ
ニ
行
ノ之
得
失
ト
ノ
ニ
義
ノ
意
ハ何
虎
ョリ
繹
出
ス
ルヤ
乎
。
答
ヘテ
云
ハク
、
善
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導
ノ
往
生
ノ
行
相
ハ
證
讚
二
繹
ス
ニ
、
分
二
別
ス
ル
ノ
正
雑
二
行
ノ
之
得
失
つ
心
地
ョリ
ン
ζ

今
就
行
立
信
ノ
下

〓
可
¨
卜
有
ル
得
テ
繹

出
ス
ル
ー
也
。
付
鮮
之
二立
”
正
雑
二
行
一捨
マ
雑
ラ
取
］
正
ヲ、
正
ノ中
二立
ウ
ル
フ
五
種
↓
助
正
三分
別
ンテ
ヽ
以
シ
第
四
ノ稿
名
正
定

業
／
一
行
）
而
往
生
ノ之
業

ス
定
”
ク
リ
之
ヲ０
但
ン一勇

稀^
名
一卜者
、　
一
切
ノ
人
機
ノ方
ノ
〓
一業
二唱
ク
ル
フ名
琥
一
存
シ
＋
り
構
名
正
定
ノ

之
業
一卜。

「
浄
全
』
巻
八

・
三
六

一
頁
下
）

と
あ
り
、
称
名
正
定
業
を
解
釈
す
る
と
こ
ろ
で
、
衆
生
の
三
業
に
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
称
名
正
定
業
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。

つ
ま
り
、
三
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に
念
仏
を
修
す
の
で
は
な
く
、
鎮
西
義
と
同
様
に
称
名

一
行
に
三
業
を
含
む
と
い
う
義
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
西
山
義
に
お
い
て
は
、
派
祖
の
善
恵
一房
証
空

（
一
一
七
七
―

一
二
四
七
）
が

『
白
木
念

仏
御
法
語
』
に
お
い
て
、

所
謂
観
経
の
下
品
下
生
の
機
は
佛
法
世
俗
の
二
種
の
善
根
な
き
無
善
の
凡
夫
な
る
ゆ
へ
に
、
な
に
の
色
ど
り

一
も
な
し
。

死
苦
に
せ
め
ら
れ
て
忙
然
と
な
る
上
は
、
三
業
と
も
に
正
憎
な
き
機
な
り
。

「
砂
物
集
』
二
四

一
頁
―
二
四
二
頁
）

と
述
べ
て
、
凡
夫
の
三
業
に
正
体
が
無
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

爾
陀
の
本
願
は
、
わ
き
て
五
逆
深
重
の
人
の
た
め
に
、
難
行
苦
行
せ
し
願
行
な
る
故
に
…

（以
下
省
略
）

翁
抄
物
集
』
二
四
三
頁
）

と
か
、南

無
阿
爾
陀
佛
と
唱
と
こ
ろ
に
、
佛
の
願
力
こ
と
ご
と
く
園
満
す
る
故
に
…

（以
下
省
略
）

「
妙
物
集
』
二
四
四
頁
）

な
ど
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
念
仏
は
阿
弥
陀
仏
が
五
逆
深
重
の
者
の
た
め
に
難
行
苦
行
し
た
願
行
で
あ
り
、
衆
生
が
称
名
す
る
と
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こ
ろ
に
仏
の
願
力
が
悉
く
円
満
す
る
と
い
う
か
ら
、
称
名

一
行
に
仏
の
側
の
三
業
が
摂
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鎮
西

・
西
山
両
義
で
説
く
三
業
の
念
仏
思
想
と
、
長
西
と
で
は
理
解
が
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、
『
要
文
抄
』
に
お
け
る
三
業
の
念
仏
に
関
す
る
説
示
を
見
て
み
る
と
、

尋
ネテ
云
バく

故
Ｚ
引
↓
大
経
卜
観
紅
ト
ノ
ニ
文
↓
篤
写
首
卜
、
土
全
説
ン
コ±
衆
生
ノ
之
證
↓
、
有
シ
ャ
何
ノ
意
一乎
。
答
フ
、
篤
け
リ

顧
下′、サ
勇
三
業
ノ念
佛
ノ
中
ノ
ロ
業
ノ
橋
名
ヲ篤
シ
ノ本
願
ノ
正
意

・・卜之
由
レ
也
。
其
ノ故
バ、
本
論
ノ
以
シ
観
念
↓篤
写
正
卜
、
又
分
明
ニ

不
レ
明
コ
橋
名
一
。
雖
」
爾
リ
ト
、
上
根

兵
勘
”
観
念
等
つ
、
下
根

ス
可
”
勘
ユ
橋
名
”
。
而
‘
似
タ
レ
ー
面
ハ観
念
フ
篤
”
正
卜
、
裏
テ

顧
考
橋
名
つ篤
は
ノ正
卜之
論
文
ナ
リ
０
最
略

，
テ
不

ト̈
モ委
芳
ζ

住
文
廣
繹
子
細
明
ナ
リ
也
。

（巻
下

・
六
八
九
―
六
九
二
行
）

と
あ
り
、
ョ

一業
の
念
仏
の
中
の
口
業
の
称
名
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
業
そ
れ
ぞ
れ
に
念
仏
を
配
当
し
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。
更
に
、
『
論
註
』
の
文
が
観
念
を
正
義
と
し
て
称
名
を
明
確
に
説
い
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
文
面
上
は

観
念
を
正
義
と
し
、
隠
れ
た
意
と
し
て
は
称
名
を
顕
し
て
正
義
と
す
る
文
面
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
こ
こ
か
ら

も
念
仏
が
観
念
と
称
名
と
に
通
じ
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
口
業
の
称
名

を
本
願
の
正
意
と
な
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
称
名
念
仏
が
主
た
る
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
撰
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
果
た

し
て
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
非
常
に
曖
昧
な
印
象
を
受
け
て
仕
方
な
い
。

如
上
、
三
業
の
念
仏
を
称
名
所
具
と
し
て
語
ら
ず
に
身
口
意
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
点
、
や
は
り
長
西

の
思
想
と
近
し
い
よ
う
に
思
う
。
加
え
て
、
三
業
の
念
仏
を
述
べ
る
上
に
観
称
二
念
に
相
通
じ
る
理
解
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
、

一
層
そ
の
可
能
性
が
高
ま

っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
の
撰
者
の
思
想
に
は
観
念
的
要
素
が
強
く
見
ら
れ
る
が
、
最
終
的
な
帰
結
点
を
称
名
念
仏
に
置
い
て
い
る
こ

と
も
、
長
西
の
思
想
に
酷
似
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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結
語

小
論
の
内
容
を
纏
め
て
み
れ
ば
、
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
長
西
の
念
仏
思
想
は
、
観
称
二
念
に
通
じ
る
理
解
で
あ
る
が
、
そ
の
念
仏
思
想
は
同
じ
く
法
然
の
流
れ
を
承
け
る
諸
師
か

ら
の
批
判
対
象
と
な

っ
て
い
た
。

②

『
要
文
抄
』
に
も
、
長
西
の
特
徴
と
も
言
う
べ
き
観
称
二
念
に
通
じ
る
理
解
が
看
取
さ
れ
る
。

③
ま
た
、
長
西
は
本
願
念
仏
に
三
業
の
念
仏
あ
り
と
理
解
す
る
が
、
そ
の
意
は
身
口
意
そ
れ
ぞ
れ
に
念
仏
が
為
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
他
の
人
師
と
比
較
す
る
と
長
西
独
自
の
特
徴
と
言
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。

④

『
要
文
抄
』
に
も
、
同
様
に
身
口
意
そ
れ
ぞ
れ
に
念
仏
を
配
当
す
る
記
述
が
見
ら
れ
た
。

以
上
、
念
仏
思
想
を
窺
え
ば
、
従
来
よ
り
長
西
の
思
想
的
特
徴
と
さ
れ
て
き
た
点
と

『
要
文
抄
』
に
説
か
れ
る
内
容
と
は

非
常
に
良
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
更
に
様
々
な
視
点
か
ら
の
検
討
と
い
う
課
題
は
残

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
筆
者
が
以
前
に
指
摘
し
た
文
体
の
特
徴
と
相
ま

っ
て
考
え
て
み
た
時
に
、
本
検
討
で
の
思
想
的

一
致
は
、
自
ず
と

『
要
文
抄
』
の
撰
者
に
関
す
る
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
思
う
。
よ

っ
て
、
筆
者
は
諸
研
究
が
金
沢
文
庫
所
蔵

『
浄
土

論
注
要
文
抄
』
の
撰
者
を
長
西
と
推
定
し
た
こ
と
に
大
過
な
し
と
判
断
し
た
い
。
そ
し
て
、
上
述
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

現
存
す
る
著
作
の
少
な
い
長
西
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
極
め
て
貴
重
な
史
料
に
な
り
得
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

（了
）
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註

①
石
橋
誠
道
著

『九
品
寺
流
長
西
教
義
の
研
究
』
２

九
三
七
年
、
四
二
頁
）
で
は
、
長
西
の
著
作
の

一
つ
と
し
て
、
書
名
を
往
生
論
註
疑
芥
、
撰
者
を
長

西
と
推
定
し
、
安
井
広
度
著

『法
然
門
下
の
教
学
』
２

九
二
八
年
、
三
六
頁
）
で
は
、
長
西
の
著
作

一
覧
に

『浄
土
疑
芥
』
と
い
う
項
目
を
立
て
、
そ

の
中
で

「『論
註
』
等
の
抄
を
残
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

②

『
浄
土
宗
大
辞
典
』
巻
三

（二
六
頁
）
、
石
田
充
之
著

『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』
（
一
九
五
二
年
、
三
〇
〇
頁
）
、
同
氏
著

『法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学

の
研
究
』
２

九
七
九
年
、
七
八
―
七
九
頁
）。
な
お
、
石
田
氏
は
両
書
に
お
い
て

『浄
土
疑
芥
』
と
内
題
さ
れ
る
他
の
長
西
著
作
と
同
類
の
も
の
推
定
さ

れ
て
い
る
。

③
そ
の
他
、
『長
西
論
註
抄
』
と
も
呼
称
さ
れ
る
。
（戸
松
憲
千
代
稿

「元
興
寺
智
光
無
量
寿
経
論
釈
抄
」
、
『宗
学
研
究
』
巻
二
四
所
収

。
一
〇
六
頁
）

④
拙
稿

「金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
」
「
真
宗
研
究
』
巻
五
六

・
二
〇

一
二
年
）

⑤

『
要
文
抄
』
に
見
ら
れ
る
文
体
の
特
徴
と
し
て
、
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
註
釈
を
施
し
た
書
物
の
文
言
を

「
…
等
事
」
と
項
目

立
て
て
註
釈
す
る
点
、
②
問
答
に
お
い
て
、
問
い
は

「疑
云
…
欺
乎
」
と
い
う
構
文
が
、
答
え
に
お
い
て
は
、
「答
…
欺
」
と
い
う
構
文
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
点
、
③
項
目
と
し
て
立
て
た

『論
註
』
の
文
言
に
対
し
て

「文
点
如
何
ン」
。
「文
点
井
ヒ
ニ意
如
何
ン」
と
ヽ
読
み
や
意
味
に
つ
い
て
間
う
点
で
あ
る
。

上
記
の
三
点
は
、
金
沢
文
庫
よ
り
検
出
さ
れ
た
長
西
の
他
著
作
と
同
様
の
文
章
表
現
で
あ
る
。
特
に
三
点
目
は
、
『大
正
蔵
』
に
四
例
、
『浄
全
』
に
二
例

を
数
え
る
に
止
ま
り
、
単
な
る

一
致
と
見
る
に
は
非
常
に
希
な
表
現
で
あ
る
か
ら
、
文
体
の

一
致
を
裏
付
け
て
い
る
と
言

っ
て
過
言
で
は
な
い
。

⑥
石
田
氏
前
掲
書

（
一
九
五
二
年
）、
三

一
五
頁
他
を
参
照
。

⑦

『
名
体
決
』
は
現
存
す
る
諸
本
に
撰
号
が
な
い
こ
と
か
ら
、
撰
者
に
つ
い
て
異
説
が
あ
る
が
、
近
年
で
は
長
西
の
著
作
と
見
て
大
過
な
し
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
も
長
西
撰
述
書
と
し
て
扱
う
。
釜
口
田
淳
雄
稿

「長
西
の
著
作
に
つ
い
て
」
、
『
佛
教
論
叢
』
巻
四
四

ｏ
九
八
―

一
〇
〇
頁
を
参
照
）

③
本
稿
に
お
い
て
引
用
し
た
原
文
は
、
字
体
を
旧
字
に
統

一
し
、
筆
者
の
読
み
に
よ
っ
て
訓
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
引
用
文
に
付
し
た
網
掛
け

。
太
字
等
の
処
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理
は
、
筆
者
の
手
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
。
な
お
、　
◇

で
括
っ
た
箇
所
は
、
原
文
で
の
割
註
表
記
箇
所
を
意
味
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

⑨
な
お
、
『
源
流
章
』
に
言
う
と
こ
ろ
の

「観
行
観
」
。
「観
属
観
」
と
は
、
良
忠
の

『
観
経
疏
略
妙
』
に

「紹
子
観
二有
ぜ
一義
Ｌ
　
一
二
（観
行
′観

〈定
相
應
ノ

観
ナリ也
〉
、
二
ｉ
観
知

観

〈心
知
ノ観
ヲ云
フ〉、
三
彙
観
喝

観

〈ロ
ニ見
‘〉
」
「
浄
全
』
巻
二

・
四
五
六
頁
下
）
と
あ
る
の
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
「観
行
観
」
と
は
定
善
相
応
の
観
、
「観
属
観
」
と
は
目
視
の
観
で
あ
る
。

⑩
凝
然
の
説
示
か
ら
長
西
教
義
を
窺
う
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
を
述
べ
て
お
く
。
『
維
摩
経
疏
巷
羅
記
』
に
は
、

唐
朝
／解
・
繹
スん
′観
経
ブ之
師
、
繹
ュ
ル
ニ至
誠
等
≡
一心
′行
相
・ヲ即
千引
導
起
信
論
′直
心
等
／
〓
一心
ズ
Ｆ
全
二

、同
一セ、
以
テ篤
，
往
生
極
柴
ノ安
心
一。
今
経
′直

心
等
′〓
一^
、
全
夕同
マ
ー
起
信
／〓
一心
訃。
今
経
所
説
ノ
一
十
七
事

皆^
是
行
業
ナ
リ０
非
音
疋
安^
心
毛

伏
，
一後
／十
四

即^
チ是
行
業
、
初
／
〓
一種
′法

通^
取
心
及
ヒ

″ｇ
．。
昔
北
洛
九
品
寺

長
西
上
人
，．。
浄
土
法
門
′之
先
徳
ナ
リ也
。
予
、
齢
居
ゼ
一十
二
一、
往
二
詣
子
彼
ノ寺
一聴
”講
象
ル
フ善
導
和
尚
／観
経
義
疏
↓。
干
時
ニ

長
西
大
徳
（年
齢
七
十
八
一１
０
即
チ弘
長
元
年
辛
酉
七
月
、
自
妥́
心́
．克
ルナ
リ也
。
西
公
語
■
予
．．云

夕、
観
経
≡
一心
卜、
維
摩
経
′十
七
事
ノ中
ノ初
ノ之
三
心
、、

起
信
論
′中
′所
説
ノ〓
一心
卜
′、
二
経

一
論
′所
説
小全
ク
同

ヶ́３

維
摩
卜観
経
卜
並^
ヘテ是
浄
土
門
中
心
ノ行
、
起
信
′
〓
一心

機^
土
′修
行

，
テ聖
道
門
ノ中
′習
業

安
心
す．。
所
必向
フ雖
″異
．
卜、
法
催

口^疋
同
ィ
ー
。
〈云
々
〉

翁
仏
全
』
巻
五

・
三
二
六
頁
上
）

と
あ
り
、
凝
然
は
二
十
二
歳
の
時
に
、
長
西
の
晩
年

（七
十
八
歳
）
に
お
け
る

『観
経
疏
』
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
。
加
え
て
、
長
西
か
ら
直
接
に
教
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
〓
二
一
一
年
に
著
さ
れ
た

『
源
流
章
』
の
長
西
教
義
に
関
す
る
記
述
は
信
用
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
長

西
の
著
作
上
に
見
ら
れ
る
思
想
と
相
違
し
な
い
か
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
殊
気
に
す
る
よ
う
な
点
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。

⑪
善
導

『観
経
疏
』
に
、
天
「此
ノ観
経
ハ即
チ以
一観
佛
三
昧
・・ヲ篤
」
ホ
ト、
亦
以
多念
佛
三
昧
↓篤
は宗
卜。
」
「
大
正
蔵
』
巻
三
七

。
二
四
七
頁
上
）
と
示
さ
れ
る
。

長
西
と
の
相
違
を
明
確
に
す
る
た
め
に
図
示
す
れ
ば
、

定
善
―
―
‐―
―
観
行
観

―
―
―
―
‐
観
仏

（単
成

一
宗
）

（単
成

一
宗
）

観
属
観

―
―
―
―
‐
念
仏
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と
な
り
、
あ
く
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
の
宗
を
認
め
て
い
る
と
言

っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

⑫
鎮
西
義
派
祖
の
聖
光
房
弁
長
は

『徹
選
択
集
』
に
お
い
て

『
選
択
集
』
の
題
号
を
解
釈
し
て
、

繹
シ
テ
日

ク^、
先
ッ就
↓
本
選
澤
集
ノ之
題
一此

有
響
一義
Ｌ

所
峯
調
第^

一
ス
本
選
澤
集
／之
題
中

≦
塁

念^
佛
・卜者
、
是
諸
師
所
立
／之
口
構
念
佛
ナリ
也
。
故
ニ

題
ノ次
行
誓
ロン
ナリ南
無
阿
爾
陀
佛
・也
。
第
ニ
ニ本
選
澤
集
／之
題
ノ中
彗
３
ハ本
願
・卜者
、
是
善
導
所
立
／之
本
願
念
佛
ナリ也
。
故

題
／次
行

喜
弓
ナリ南
無
阿
輛

陀
佛
・卜也
。
第
二
一本
選
澤
集
／之
題
中
彗
勇
ハ選
澤
■者
、
是
然
師
所
立
／之
選
澤
念
佛
ナリ也
。
故
二題
／次
行

三
勇
ナリ南
無
阿
禰
陀
佛
・・卜也
。
是
／故

本
選
澤

集
／之
題
中
〓雖
匠有
「
卜
二
重
念
佛
ノ之
義

、
倶
二非
虫観
念
ノ之
念
佛
一
、^
但
夕
是
口
構
念
佛
く
す
也
。

翁
浄
全
』
巻
七

・
八
三
頁
下
）

と
述
べ
、
法
然
が
明
ら
か
に
し
た
念
仏
と
は
、
口
称
念
仏

。
本
願
念
仏

。
選
択
念
仏
の
三
義
を
有
す
る
が
、
こ
れ
に
観
念
の
念
仏
の
意
は
含
ま
れ
ず
、
口

称
念
仏
の
意
の
み
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
然
門
下
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
も
言
え
る
理
解
で
あ
り
、
長
西
の
独
自
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

⑬
廣
川
尭
敏
氏
は
、
良
忠
と
長
西

（広
く
諸
行
本
願
義
を
含
む
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
早
く
か
ら
以
下
の
論
致
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
「
金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
と

『光
明
抄
』
―
良
忠
教
学
の
思
想
基
盤
―
」
（
『浄
土
宗
学
研
究
』
巻

一
八

。
一
九
九

一
年
）
、
「然
阿
良
忠
と
諸
行
本
願
義
」
「
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
巻
四
二
―
二

。
一
九
九
四
年
）
、
「初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
―
金
沢
文
庫
本

『
観
経
疏
玄
義
分
聞
書
』
第

一
を
中
心
と
し
て
―
」

「
浄
土
宗
学
研
究
』
巻
二
三

。
一
九
九
六
年
）
ま
た
、
近
年
で
は
沼
倉
雄
人
氏
が

「良
忠
に
お
け
る
深
心
釈
に
つ
い
て
―

『伝
通
記
』
と

『光
明
抄
』
に

お
け
る

「信
」
の
解
釈
を
中
心
に
―
」
「
仏
教
論
叢
』
巻
五
三

・
二
〇
〇
九
年
）
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
良
忠
は

『
伝
通
記
』
執
筆
に
あ
た
っ
て
長
西
な
ど
の
浄
土
異
流
の
著
作
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
、
弟
子
之
良
心
の

『授
手
印
決
答
受
決
砂
』
に
記

さ
れ
て
お
り

（『浄
全
』
巻

一
〇

・
八
八
頁
下
）、
長
西
と
の
関
係
は
皆
無
で
は
な
い
と
言
え
る
。

⑭
石
橋
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
同
文
を
引
用
し
、
「或
人
」
の
下
に
割
註
で

「註
に
は
九
品
寺
と
い
ふ
」
と
記
し
て
い
る

（三
六
頁
）。
筆
者
は

『浄
全
』
所

収
本
を
参
照
し
た
が
、
同
様
の
註
記
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
石
橋
氏
の
参
照
し
た
の
は

「
三
七
紙
」
と
出
拠
が
挙
げ
ら
れ
る
点
よ
り
、
刊

本
ま
た
は
写
本
と
推
測
さ
れ
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
註
記
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
や
や
不
確
定
な
感
は
否
め
な
い
が
、
他
に
見
ら
れ
る
長
西
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思
想
と
相
違
し
な
い
の
で
、
筆
者
も

「或
人
」
を

「九
品
寺
＝
長
西
」
と
し
て
理
解
し
た
。

⑮

『浄
全
』
巻
八

・
四
四
八
頁
下

⑮
こ
の
後
に
続
く
私
釈
で
は
、

私
．．云

夕^、
此
ノ義
不
レ爾
ζ

既
二量
ウ但
／之
言
↓、
唯
夕但

簡^
持
′義
‘
１
也
。
故
二知

ヌ́、
上

□

（云

・フ
か^
？
）
但
憶
念
ア
ミ
タ
佛
等
一者

一
向
観
念
市
也
。

此

限^
コ具
足
十
念
ち

付
電
之

可
”有
一定
観
卜散
観
・卜。
散
観
卜
（者
如
ル
下
品
中
生
′者
夕。
定
観
卜
（者
如
・́
十
六
観
′者
・′。
此

繹^

一経
〓所
″説
ク鶯
説
妙
法
教

令
念
佛
′？
・也
。
此

即^
チ観
念
相
應

者
十り也
。
下
．．云
ク
但^
檎
佛
号
亦
復
如
是
一者

一
向
散
橋
ナ●也
。
此

澤^
・
経
二所
”説
夕此
人
苦
逼
不
違
念
佛
應
橋
元
量

壽
佛
／？
・也
。
此

即^
チ散
構
相
應
′者
＋り也
。
意
二云

夕^、
九
品
ト
ハ者

一
往
ノ略
説
ナー也
。
細
分

可^
卦
ヵ無
量
品
ｆ
故

、

付
ヽ
下
下
品
一．可
け
レ‥
有
コ多
類
・而

今
並
．７説
ク
定
散
′
一
一人
一、
撮
▼
ナ
リ
餘
ノ類
ず也
。
繹
家

得^
一〓其
′意
↓如
”
此
／繹
ン給
フ
ァリ
也
。
例
へ
如^
ル
下
品
上
生

可
″
有
ュ
多
類
・中

挙
一
不
堪
ノ
一
人
一フ雖
に

篤
ク
ト構
名
ず、
至
”終
二説
¨
ヵ得
″聞
，
コ
ー
佛
名
一、
法
名
及
ヒ聞
一僧
名
一ヲ聞
「
三^
費
／名
一即
テ得
う
往
生
甲
。

（巻
下

・
七
七
七
―
七
八
六
行
、
※

（）
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
、
？
は
未
解
読
字
）

と
あ
り
、　
一
向
に
定
観
や
散
観
を
修
す

「観
念
相
応
の
者
」
を
説
き
、
あ
る
い
は

一
向
に
称
名
す
る

「散
称
相
応
の
者
」
を
説
い
て
、
更
に
は
定
散
を
並

列
に
見
る
思
想
が
見
ら
れ
、
や
は
り
観
念
と
い
う
も
の
に

一
際
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
私
釈
が
著
者
の
も
の
で
あ
る
か
は

一
考
を
要
す
る
。
と
い
う
の
も
、
金
沢
文
庫
よ
り
検
出
さ
れ
た
長
西
の
他
著
作
に
も
同
様
の
私
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
安
井
氏
は

「門
弟
の

阿
弥
陀
房
が
師
長
西
の
説
を
録
し
…

（中
略
）
…
自
説
を
加

へ
た
も
の
だ
と
思
ふ
」
（前
掲
書
三
七
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
点
は
更
に
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
た
め
、
今
回
は
脚
註
に
示
す
に
留
め
た
。

①
こ
の
論
難
は
、
本
願
念
仏
を
五
念
門
で
理
解
す
る
長
西
の
説
と
酷
似
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
長
西
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【付
記
】

小
論
は
山
内
慶
華
財
団
の
助
成

（平
成
二
十

一
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
り
、
こ
の
場
を
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借
り
て
関
係
者
に
甚
深
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

（浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
助
手
）
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